
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和６年度 第１回  白鳥中学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和６年５月３０日（木）  18：30 ～ １９：30 

 

２ 場 所   会議室 

 

３ あいさつ  

委員長：CS研修会で奈良の実践についての研修会を受けた。このような優れた実践を

目指して段階的にレベルアップしていきたい。 

校長：管理職が 2人異動した。一人ひとりの教職員や生徒との対話を大切にしていきた

いと考えている。生徒、職員の命、安全安心な学校生活を第一に学校経営の基本として取り

組んでいく。地域や保護者との関係を築き、学校へのご支援、ご協力をお願いしたい。 

 

４ 協議内容 

（１）本年度の白鳥中学校経営方針について 

・提案が具体的でよい。それを実践することが大切。非認知能力の育成に取り組んで、一

人ひとりが自信をもって行動できるようになっていってほしい。 

・1月に能登地震があり、地域で連携することが改めて必要であると感じた。登下校時の

安全確保について、学校も教える必要がある。具体的に地域との連携をどうしていくか今後

協議してほしい。小学校から防災学習をしている。校区として何かできないか。 

・小学校から中学校へ行くと、しゃべらなくなる。挨拶や会話のある関係にしていくことが必

要なのではないか。 

 

（２）情報発信、ボランティアの募集について 

  ・学校だよりで、子どもたちの声をもっと載せてほしい。 

  ･学校ボランティアの募集を呼び掛けていく。 

 

（３）教育支援課より 

 ・学校経営について、丁寧な説明と具体的な方針が示され承認された。今後、具体的な形

で子どもたちに現れてくるのかが大切。 

・防災について、いくつかの提言があった。南海トラフに関する通知が発出されたばかりだ

が、保護者や子どもたちにも周知していく。地震が起きた時に、いざどうするか、しっかり考え

行動する防災学習をしていかなければならない。ある中学校では、小・中で引き渡し訓練を

行っている。地域と連携した防災学習や訓練を行っていけるとよい。 

 

次回 7月 4日（木）8：00～9：30（会議室） 

   


